
「堺市地域活動貢献者感謝状」における地域活動の年数算定について

②当該活動の活動期間が重複している場合、活動年数に算定できる活動は1つのみとします

③活動Ａで既に他の表彰状・感謝状を受けたが、活動Ｂの活動期間が10年に達した場合は

    感謝状の対象となります

①通算10年  →  感謝状贈呈  可

②通算9年  →  感謝状贈呈  原則不可

③既に他の表彰状・感謝状を受けたが、別の活動で10年到達  →  感謝状贈呈  可

①当該活動の活動期間の合計を活動年数とします

■2つ以上の活動をしている場合
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(例)

単位町会長を２年務め
「自治連退任者感謝状」

を受賞

12年

(例)

単位町会長引退後、子ども見守り活動を10年間行う


